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三重 二島
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

0 * 11 1 2 4 4 0 0 4 0 0 0 0 - 0 0

1 4 1 0 1 1 0 0 5 * 11 0 5 1 4 0 0

2 2 0 1 0 5 0 0 6 0 0 0 0 1 0 0

3 - - - - - 0 0 7 0 0 0 0 - 0 0

4 * (C) 5 1 1 0 2 0 0 8 2 0 1 0 1 0 0

5 * 8 0 4 0 1 0 0 9 0 0 0 0 - 0 0

6 * 3 1 0 0 1 0 0 10 0 0 0 0 - 0 0

7 0 0 0 0 1 0 0 11 0 0 0 0 - 0 0

8 0 0 0 0 - 0 0 12 * 9 1 1 4 4 0 0

9 - - - - - 0 0 13 * 14 4 1 0 1 0 0

10 * 0 0 0 0 4 0 0 14 * (C) 13 0 6 1 - 0 0

11 - - - - - - 0 15 * 9 1 2 2 3 0 0

12 - - - - - - - 16 0 0 0 0 - 0 0

13 - - - - - - - 17 0 0 0 0 1 0 0

14 - - - - - - - 18 0 0 0 0 - 0 0

33 4 8 5 19 0 0 58 6 16 8 15 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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女子２回戦 三重 33 58 二島

主審 小川　隆三 (長崎県) ● ○ (福岡県)

副審 村田南美子

千原　翔太

No. 1B6 日時： 2019年3月2日(土) 16:10 会場： 宮崎県体育館

選　手　氏　名 選　手　氏　名

石田　京弥 早川　万歩

梅木　心南 山口　穂香

山口　世那 林　夏蓮

松下　美心 光本　椿咲

立花　陽奈 田中　日陽里

道辻　愛心 松本　三菜美

野田　夏帆 石田　葵

田中　愛莉 富永　萌華

田中　優妃 首藤　李音

石橋　沙来 黒木　美緒

山森　愛花 池松　美春

梅木　花南 古川　莉緒

原　心愛 田代　凛花

図師　結愛 村上　咲楽々

石崎　美空 鬼塚　泉

コーチ 松尾 寿朗 コーチ 山﨑　修

合計 合計

戦　　評

記載者 山之内・長友・富永 （所属） 宮崎県バスケットボール協会中学部
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三重 二島

女子二回戦、福岡県代表二島中学校対長崎県代表三重中学校の対戦となった。三重中学校の粘り強い激しいDefにも、落ち着いて得点を重
ねた二島中学校が準決勝進出を決めた。
第１Ｑ、お互いハーフコートDefでスタート。序盤、三重＃６が３Ｐシュートを決めると、二島＃１３が３Ｐシュートを打ち返す互角の戦いになる。二
島は外からのシュートに積極的にリバウンドに飛び込むがシュートが入らない。対する三重はオールコートDefに切り替え二島ボのール運びに
プレッシャーをかける。膠着状態の中、二島＃１３が３Ｐシュートを決め、流れをつかんだかと思うと、三重＃２がバスケットカウントワンスローを
決め、拮抗した試合展開が続く。終盤＃５が連続シュートを決め二島６点リードで第１Ｑが終了する。
第２Ｑ、開始からお互い激しいDef、リバウンド争いにより、なかなか得点が入らない。試合が動いたのは残り３分、＃１４と＃５の連続バスケッ
トカウントワンスローで差を広げ、三重はたまらずタイムアウト。その後も二島のオフェンスに対して三重はファールを重ね、フリースローを与え
る。終盤、二島＃１５が３Ｐバスケットカウントワンスローを決め、激しい三重のDefのあたりにも負けなかった二島が差を広げて前半を折り返し
た。

第３Ｑ、三重は＃４を中心に速いパス回しからのオフェンスを試みる。二島は、中と外の多彩なオフェンスを見せ、＃１３の３Ｐシュート、＃１２の

ジャンプシュートで追撃を許さない。なかなか差が縮まらない三重は残り４分タイムアウト後に、＃０と＃４が果敢にドライブをするものの二島

が落ち着いたDefで得点を許さない。三重はメンバーチェンジを行い、なんとか流れを掴もうとするが、最後に二島＃１２が３Ｐを決めて差を広

げて終了した。
第４Ｑ、ここまで激しいDefで応戦していた三重だったが、序盤、集中が切れたのか二島＃１３の３Ｐ、＃１４のドライブインと簡単に得点を許し
てしまう。タイムアウト後からの三重の激しいDefにも二島は時間を使った落ち着いたオフェンスで着実に得点を重ねる。時間がない三重は＃
４が果敢に攻めるが、二島はメンバーチェンジをしても流れを渡さず５８対３３で二島の勝利となった。


